
                             

平
成
26
年
度 

 

人
権
協
会
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

      
 

 

第
1
回 

 

実
施
日 

平
成
26
年
11
月
27
日
（
木
） 

 

テ
ー
マ 

「
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
と 

 
子
ど
も
の
人
権
」 

 
 

 
 
 
 
 

～
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
～ 

 

講 
 

師 

若
狭
孝
太
郎
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

（
摂
津
市
教
育
委
員
会
次
世
代
育
成
部
次
長
） 

※ 
 

ス
マ
ホ
を
取
り
巻
く
問
題
の
根
深
さ

を
知
り
、
対
応
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。 

そ
し
て
講
師
か
ら
、「
大
人
が
こ
の
問

題
に
つ
い
て
強
く
関
心
を
持
つ
こ
と
。

そ
し
て
、
子
ど
も
に
真
に
教
え
て
ほ
し

い
と
い
う
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
。
そ

こ
か
ら
、
大
人
と
し
て
の
意
見
を
言
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
行
動
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

第
2
回 

 

実
施
日 

平
成
27
年
3
月
5
日
（
木
） 

テ
ー
マ 

「
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
」 

 
 

 
 

 
 

～
地
域
と
し
て
の
取
り
組
み
～ 

   講 
 

師 

成
山
治
彦
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

(

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校 

校
長) 

※ 
 

[

い
じ
め]

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
た
研
修
や
学
習
会
（
10
回
開
催
）

の
振
り
返
り
と
、
地
域
や
個
人
が
実
施

し
た
こ
と
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

で
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
班
か
ら
は
、
討
議
さ
れ

た
内
容
が
全
員
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
更
に
「
今 

後
の
課
題
を
含
め
た
意
見
交
換
」
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と

な
り
ま
し
た
。 

    
 

 
 

    

 

学
習
と
活
動
か
ら 

 
 

平
成
26
年
度
は
、
多
く
の
人
権
課
題
の
中
で 

特
に[

子
ど
も
の
い
じ
め
問
題]

を
活
動
の
柱
と

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
か
ら
、 

 

❍ 

い
じ
め
問
題
の
多
く
は
、
教
育
施
設
内
及 

 

び
地
域
内
で
生
ま
れ
て
お
り
、
特
に
教
育
関 

係
者
の
間
に
お
い
て
、
相
当
な
努
力
が
払
わ  

れ
て
い
る
。 

 

❍ 

い
じ
め
の
防
止
策
の
一
つ
と
し
て
「
地
域  

と
の
課
題
の
共
有
・
連
帯
」
が
強
く
求
め  

ら
れ
て
い
る
。
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
チ
ィ
の
弱
体
化
、
モ

ラ
ル
の
低
下
、
自
己
中
心
社
会
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
今
日
の
環
境
の
中
で
、
い
か
に
し
て
「
い
じ

め
問
題
」
を
理
解
し
、
防
止
策
を
連
携
し
て
推
進

し
て
い
く
に
は
、
非
常
な
困
難
が
伴
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
あ
っ
て
も
、
国
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
各
々
の
機
関
・
地
域
・
団
体
な
ど

が
い
じ
め
問
題
防
止
に
向
け
て
の
理
解
と
組

織
・
連
携
体
制
の
確
立
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
大
き
な
問
題
提
起
で

あ
っ
た
と
思
料
し
ま
す
。 

 

平
成
26
年
度
に
、
協
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
「
い
じ
め
問
題
」
の
活
動
か
ら
得
た
知
識
を
、

今
後
い
か
に
し
て
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
大

き
な
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。 
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子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て 

「
地
域
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
」 



人
権
教
育
啓
発
作
品
展 

実
施
日 

平
成
26
年
12
月
5
日
（
金
）
か
ら
11
日(

木) 

場 
 

所 

摂
津
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
・ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

※ 
 

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
企
業
・
ひ
び
き

は
ば
た
き
園
な
ど
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
、
約
1000

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
、「
子
ど
も

た
ち
は
、
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

大
人
も
応
え
な
く
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
の
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
推
進
委
員
会
が
、
該
当
校
の 

「
人
権
教
育
作
品
展
」
を
実
施
し
て
、
地
元
住
民
へ
の
啓 

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

人
権
教
育
啓
発
作
品
集(

第
20
集) 

展
示
作
品
の
中
か
ら
、
該
当
校
な
ど
と
人
権
協
会
、
人
権

教
育
研
究
会
が
協
議
し
て
選
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
な
ど
を

掲
載
し
た
作
品
集
を
発
行
し
ま
し
た
。 
 

 

ご
入
用
の
方
は
、 

部
数
に
限
り
が
あ
り 

ま
す
が
、
人
権
協
会 

に
ご
連
絡
下
さ
い
。 
 
 

   

 
 

校 

区 

の 

活 

動 
 

▼ 

一
中
校
区 

▲ 

① 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

一
中
校
区
・
二
中
校
区
合
同) 

日
時/

12
月
7
日
（
日
）
8
：
15
～
18
：
10 

 
 
 
 
 

行
先/

鳴
門
市
ド
イ
ツ
館
、
渦
の
道
、
イ
ン
グ
ラ
ン 

ド
の
丘
他 

参
加
者/

52
名 

(

一
中
27
人 

二
中
25
人) 

◇
第
一
次
世
界
大
戦
の
坂
東
で
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
収

容
所
を
詳
細
に
描
い
た
「
バ
ル
ト
の
楽
園
（
が
く
え

ん
）
を
車
中
で
鑑
賞
し
、
捕
虜
と
坂
東
の
住
民
と

の
交
流
の
具
体
的
な
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
詳
細

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
鳴
門
市
ド
イ
ツ

館
で
は
、
映
画
に
も
登
場
し
た
様
々
な
展
示
物
を

通
し
て
、
ま
た
、
動
く
人
形
に
よ
る
本
邦
初
と
さ

れ
る
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
演
奏
を
鑑
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

② 

お
話
と
声
楽
の
集
い 

日
時/

12
月
14
日
（
日
）
PM

2
：
00
～
4
：
20 

場
所/

味
舌
小
学
校
視
聴
覚
室 

参
加
者/

27
名 

内
容/

第
一
部 

講
演
「
教
科
書
は
、
ど
の
よ
う
に 

し
て
タ
ダ
に
な
っ
た
の
か
」 

 
 

  
 
 

講
師
・
村
越 

良
子
さ
ん
（
元
高
知
市
長
浜 

地
区
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
事
務
局
員
） 

 
 

 
 

 

第
二
部 

声
楽
鑑
賞 

 
 

 
 

 
 

 

出
演
者
・
姜 

富
媛
（
カ
ン
プ
オ
ン
）
さ
ん 

曲 

目
・
誰
も
い
な
い
海
、
知
床
旅
情
、 

 
 
 
 

離
別
、
ア
ナ
と
雪
の
女
王
ほ
か
5
曲 

 

③ 

高
齢
者
の
介
護
を
考
え
る
講
座 

日
時/

2
月
8
日
（
日
）
PM

2
：
00
～
4
：
10 

場
所/

安
威
川
公
民
館 

 

参
加
者/

43
名 

内
容/

第
一
部
「
高
齢
者
介
護
の
現
場
は
、
今 

～
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
中
心
に
～
」 

 
 

  
 
 

 

講
師
・
藤
澤
直
子
さ
ん
（
マ
ン
ボ
ウ
・
ラ
イ
フ

サ
ー
ビ
ス
所
長
・
看
護
師
） 

第
二
部 

「
摂
津
市
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
の

制
度
に
つ
い
て
」 

講
師
・
摂
津
市
高
齢
介
護
課
職
員 

 
 

 

◇
門
真
市
の
訪
問
介
護
施
設
で
取
り
扱
わ
れ
た
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
事
例
を
中
心
に
、
介
護
か

ら
死
に
至
る
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

次
い
で
摂
津
市
の
制
度
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

▼ 

二
中
校
区 

▲ 
 

① 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

一
中
校
区
・
二
中
校
区
合
同) 

日
時/

12
月
7
日
（
日
）
8
：
15
～
18
：
10 

行
先/

鳴
門
市
ド
イ
ツ
館
、
渦
の
道
、
イ
ン
グ
ラ
ン 

ド
の
丘
他 

参
加
者/

52
名 

(

一
中
27
人 

二
中
25
人) 

 
 
 
 

（ 

内
容
に
つ
い
て
は
、
一
中
校
区
欄
に
記
載
） 

② 

二
中
校
区
人
権
作
品
展 

日
時/

2
月
7
日
（
土
）
～
2
月
15
日
（
日
） 

 
 

場
所/

新
鳥
飼
公
民
館
ロ
ビ
ー 

内
容/

 

鳥
飼
北
小
学
校
・
鳥
飼
西
小
学
校
の
児
童
に 

よ
る
人
権
に
関
す
る
作
品
の
展
示 

  



③ 
第
２
回 

人
権
講
演
会 

日
時/

2
月
15
日
（
日
）
PM

2
：
00
～
3
：
30 

場
所/
新
鳥
飼
公
民
館
集
会
室 

 

参
加
者/

55
名 

 
 
 
 
  

内
容/

「
震
災
体
験
の
学
び
と
フ
ル
ー
ト
演
奏
」 

 
 

 
 

 
 

 

講
師
・
生
田 

順
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト 

演

奏
家
） 

◇
東
日
本
大
震
災
時
、
福
島
県
浪
江
町
在
住
で
被
災 

し
た
経
験
を
元
に
、
被
災
者
の
た
め
に
心
を
こ
め

て
演
奏
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
避
難
す
る
際

の
心
構
え
な
ど
も
お
話
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

▼ 

三
中
校
区 

▲ 
 

① 

街
頭
啓
発 

 
 

 

日
時/

10
月
21
日
（
火
）
PM

4
：
00
～
5
：
00 

 
 

 

内
容/

テ
ー
プ
音
声
に
よ
る
呼
び
か
け
と
、
歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
に
安
全
・
安
心 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

の
声
か
け
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
。 

 

② 

人
権
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー 

 
 

 

日
時/

12
月
6
日
（
土
） 

参
加
者/

45
名 

 
 

 

行
先/

姫
路
平
和
資
料
館
、
姫
路
城
及
び
黒
田
官
兵
衛

の
世
界
な
ど 

 
 

 
 

◇
戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
と
惨
禍
、
平
和
の
尊

さ
を
学
ん
だ
。 

③ 

三
中
校
区
人
権
教
育
啓
発
作
品
展 

 
 

日
時/

2
月
9
日
（
月
）
～
2
月
12
日
（
木
） 

 
 

場
所/

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス 

 
 

内
容
「
千
里
丘
小
学
校
及
び
三
宅
柳
田
小
学
校
の
児

童
に
よ
る
人
権
啓
発
作
品
の
展
示
。 

 

 

両
校
の
児
童
全
員
に
展
示
会
の
お
知
ら
せ
を
配
り
、
保

護
者
に
見
て
い
た
だ
い
た
。 

④ 

街
頭
啓
発 

 
 

日
時/

2
月
17
日
（
火
）
PM

4
：
00
～
5
：
00 

 
 

内
容/

テ
ー
プ
音
声
に
よ
る
呼
び
か
け
と
、
歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
に
安
全
・
安

心
の
声
か
け
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
。 

 

▼ 

四
中
校
区 

▲ 
 

① 

第
18
回
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い 

（
味
生
公
民
館
と
共
催
） 

日
時/

11
月
23
日
（
日
）
PM

1
：
30
～
4
：
00 

 
 
 

参
加
者/

62
名 

 
 

 

内
容/

第
一
部 

講
演
「
い
じ
め
と
人
権
」 

 
 

 
 

 

～
地
域
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
～ 

 
 

 
 

 
 
 

講
師
・
成
山 

治
彦
さ
ん 

（
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
） 

 
 

 
 

 
第
二
部 

落
語 

 

桂 

三
歩
さ
ん 

 
 

 

◇
い
じ
め
ら
れ
る
子
が
思
い
を
語
れ
る
場
を
作
る
、 

い
じ
め
ら
れ
る
子
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
、
大
人
が 

ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
と
向
き
合
う
。
い
じ
め
対
策
に 

は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
綿
密
に
連
携
す
る
こ 

と
の
大
切
さ
を
学
習
し
た
。 

② 

民
生
児
童
委
員
と
の
合
同
学
習
会 

日
時/

12
月
18
日
（
木
）
PM

1
：
00
～
3
：
00 

 
 

 

参
加
者/

34
名 

 
 

 
 

 

場
所/

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
別
府 

 
 

 

内
容/

講
演
「
心
の
問
題
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」 

 
 

 
 

～
心
の
諸
問
題
の
解
釈
と
解
決
方
法
を
考
え
る
～ 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 

講
師
・
元
第
四
中
学
校
長 

市
橋
先
生 

 
 
 
 
 

 

◇
心
（
気
持
ち
）
の
表
し
方
、
こ
と
ば
の
使
い
方

は
、
自
分
の
意
思
を
相
手
に
伝
え
る
最
も
大
切

な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
権
問
題
へ
の

関
わ
り
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
の
に

参
考
と
な
っ
た
。  

③ 

四
中
校
区
人
権
作
品
展 

 

日
時/

2
月
1
日
（
日
）
～
2
月
15
日
（
日
） 

場
所/

別
府
公
民
館
ロ
ビ
ー 

内
容/

べ
ふ
子
ど
も
園
園
児
と
別
府
小
学
校
児
童
に

よ
る
人
権
啓
発
作
品
の
展
示
。 

日
時/

2
月
15
日
（
日
）
～
2
月
28
日
（
土
） 

場
所/

味
生
公
民
館
ロ
ビ
ー 

内
容/

味
生
小
学
校
児
童
に
よ
る
人
権
啓
発
作
品
の

展
示
。 

④ 

四
中
校
区
内
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
同
学
習
会 

日
時/

2
月
13
日
（
金
）
PM

7
：
00
～
7
：
45 

場
所/

第
四
中
学
校
視
聴
覚
室 

内
容/

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
取
組
み 

 
 

 

道
徳
模
擬
授
業
『
心
を
育
む
』 

 
 

 

講
師
・
日
本
道
徳
教
育
学
会
大
阪
支
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
﨑 

雅
也
さ
ん 

◇
参
加
者
へ
の
読
み
聞
か
せ
方
式
と
し
て
、
語
り 

か
け
る
目
（
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、
神
戸
長 

田
地
区
の
火
災
で
自
宅
と
共
に
亡
く
な
っ
た
母 

親
の
遺
骨
を
探
し
当
て
た
少
女
の
物
語
） 

 

② 

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん
③
飛
行
機
中
で
赤
ち
ゃ
ん 

③ 
 

 



に
泣
か
れ
て
『
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の 

動
き
を
ど
う
表
現
し
理
解
す
る
か
』
を
参
加 

者
で
話
し
合
っ
た
。 

 
 

⑤ 

人
権
バ
ス
研
修
会 

日
時/

3
月
1
日
（
日
）
8
：
00
～
19
：
00 

参
加
者/

49
名 

行
先/

和
歌
山
県
有
田
郡
・
和
歌
山
市
方
面 

稲
む
ら
の
火
の
館
「
濱
口
悟
陵
記
念
館
・
津 

波
防
災
セ
ン
タ
ー
」
ほ
か 

◇
安
政
地
震
津
波
の
襲
来
時
、
稲
む
ら
に
火
を
放
ち
、 

こ
の
火
を
目
印
に
村
人
を
誘
導
し
て
多
く
の
命 

を
救
っ
た
濱
口
悟
陵
に
つ
い
て
、
功
績
の
偉
大
さ 

を
学
習
し
、
日
頃
か
ら
地
震
津
波
の
対
策
を
地 

域
・
自
治
会
・
市
が
各
々
連
携
し
て
対
応
を
訓
練 

す
る
必
要
を
学
習
し
た
。 

 

▼ 

五
中
校
区 

▲ 

① 

人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

日
時/

12
月
13
日
（
土
）
8
：
00
～
18
：
45 

参
加
者/

40
名 

行
先/

宇
治
平
等
院
と
琵
琶
湖
博
物
館
見
学 

◇
改
修
さ
れ
た
宇
治
平
等
院
を
参
拝
後
、
平
安
京
時 

代
の
遺
物
を
展
示
し
て
い
る
鳳
翔
館
を
見
学
。
藤 

原
道
長
や
頼
通
の
栄
華
の
あ
と
が
偲
ば
れ
る
阿
弥 

陀
堂
や
国
宝
文
化
財
を
展
示
し
て
い
る
鳳
翔
館
は 

見
応
え
が
あ
っ
た
。
往
復
の
車
中
で
見
た
北
朝
鮮 

に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
啓
発
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」 

の
評
判
も
良
か
っ
た
。 

② 

五
中
校
区
人
権
作
品
展 

 

 

日
時/

12
月
15
日
（
月
）
～
18
日
（
木
） 

 

場
所/

鳥
飼
東
公
民
館
ロ
ビ
ー 

 

内
容/

鳥
飼
小
学
校
・
鳥
飼
東
小
学
校
児
童
に
よ
る
人

権
啓
発
作
品
の
展
示
。 

 
 
 
 
 

◇ 

五
中
校
区
で
始
め
て
の
作
品
展
を
実
施
し
た
。

公
民
館
の
多
く
の
利
用
者
に
作
品
を
鑑
賞
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。 

③ 

人
権
の
つ
ど
い 

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時/

2
月
8
日
（
日
）
13
：
30
～
16
：
00 

場
所/

鳥
飼
東
公
民
館
集
会
室 

参
加
者/

60
名 

内
容/

第
一
部 

人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞 

 
 
 
 
 
  
 
 
 

第
二
部 

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
演 

ケ
イ
コ
・
嶺
＆
東
公
民
社 

ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
に

昭
和
歌
曲
を
交
え
た
ラ
イ
ブ 

 
 

 
 

◇ 

2
時
間
余
り
に
わ
た
っ
て
美
し
い
音
色
の
軽 

音
楽
と
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
た
。 

今
回
は
特
別
出
演
、
松
田
忠
信
さ
ん
の
ユ
ー
モ 

ア
た
っ
ぷ
り
の
お
話
は
、
観
客
の
笑
い
を
誘
い 

な
が
ら
身
近
な
母
親
の
こ
と
や
シ
ル
バ
ー
に 

な
っ
た
自
身
の
身
の
上
話
を
交
え
つ
つ
観
客 

を
酔
わ
せ
た
。
ケ
イ
コ
・
嶺
さ
ん
は
「
昴
」
「
愛 

し
の
エ
リ
ー
」
を
皆
に
は
も
ら
せ
な
が
ら
親
し 

み
や
す
い
ト
ー
ク
を
加
え
て
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ 

ー
を
熱
唱
し
て
い
た
だ
い
た
。 

    

平
成
27
年
度 

定
期
総
会 

 

5
月
14
日(

木) 

午
後
1
時
30
分
か
ら 

安
威
川
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催 

平
成
27
年
度
の
摂
津
市
人
権
協
会
の
定
期
総
会
が
5
月

14
日(

木)

に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

す
で
に
、
3
月
5
日
（
木
）
の
常
任
委
員
会
で
、
事

業
計
画
の
原
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

原
案
は
、[

䢧
人
権
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
一
度
人
の
命
に

直
結
す
る
身
近
な
人
権
問
題
に
関
心
を
深
め
、
地
域
住
民

が
そ
の
解
消
に
向
け
て
関
係
機
関
お
よ
び
各
団
体
と
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
力
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
摂
津
市
人
権
協
会
は
、

人
権
問
題
を
理
解
し
、
人
権
を
大
切
に
す
る
『
市
民
』
へ

と
、
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
「
啓
発
事
業
」
に
視
点
を

お
き
、
「
絆
を
基
本
と
し
て
“
気
づ
き
”
と
“
つ
な
ぎ
”

を
大
切
に
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
組
織
の
強
化
に
努
め
、

多
く
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。]

こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
、
事
業
計
画
案
の
他
、
事
業
経
過
報
告
・
決
算
・

予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。 


